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1 　事業における二酸化炭素の排出量の削減に努めます。

2 　社内における省資源、省エネに努めます。

3 　環境保全・環境負荷低減等の取組や教育を通じて、社員の意識改革の向上に努めます。

4 　事業活動に関連する法規制等は、確実に遵守します。

5 　地域活動や環境保全活動への参加等、地域との環境コミュニケーションに努めます。

6 　継続的な改善に取り組むことを宣言します。

１　環境経営方針

＜環境理念＞

　山口建設株式会社は昭和２３年創業以来、長年にわたって培ったノウハウと確かな信頼を土台とし、地

域の発展と住みよい環境づくりに貢献して参りました。

　私たちは、建設業、採石業を通じて、地球環境に配慮した活動に継続的に取り組み、優良な環境の創出

及び保全に努めることを宣言します。

＜環境保全への行動指針＞

制定日：令和５年　５月３０日

山口建設株式会社

山口　弥市代表取締役
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1 名称及び代表者名

山口建設株式会社

代表取締役　　山口　弥市

2 所在地

本社 岩手県久慈市大川目町第１２地割９４番地の１

資材置場 岩手県久慈市大川目町１４番地５０

採石場 岩手県久慈市大川目町第１１地割５７番地

ＴＥＬ ０１９４－５５ー２３３１

ＦＡＸ ０１９４－５５ー３１１３

3 環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 田中　浩一 ＴＥＬ ０１９４－５５－２３３１

4 事業活動の内容

土木工事業、舗装工事業、とび・土工工事業、建築工事業、管工事業、塗装工事業、

造園工事業、水道施設工事業、解体工事業、採石業

5 事業規模

6 認証登録範囲

全組織・全事業活動が認証登録範囲

7 環境活動レポートの対象期間

対象期間 ２０２２年　１２月　～　２０２３年　１１月

計

敷地面積(㎡) 1,692 4,075 84,435 90,202

２　事業概要・認証登録範囲・実施体制

資本金 30百万円

完工高(前年度) 674百万円

延床面積(㎡) 228 - - 228

従業員数 34

項目 本社 資材置場 採石場
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8 組織と役割・責任・権限

部門責任者

・担当部門について取組を推進・実施し、維持する

・必要な教育訓練を計画・実施する

・取組データの取りまとめ、確認及び事務局へ提出

全従業員

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し、行動する

・決められたことを守り、部門責任者の下で取組を行う

・地域貢献活動を積極的に行う

環境管理責任者

・方針に基づく目標の設定及び進捗確認

・EA21システムの構築・運用を行う

・環境活動の取組結果を代表者へ報告する

・環境活動レポートの作成

環境事務局

・環境管理責任者及び部門責任者の補佐

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付と地域事務局への送付）

・取組データの集計、取りまとめ及び文書記録類の管理

環境経営責任者 環境管理責任者

環境経営責任者

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境方針を決定する

・環境管理責任者を任命する

・システム構築に必要な資源（人員・設備・費用）を準備する

・取組全体の評価と見直しを行う

環境事務局

営業・総務部
部門責任者

土木部
部門責任者

採石場
部門責任者

全従業員

役割・責任・権限
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環境負荷実績及び目標の設定

　購入電力の二酸化炭素排出係数は環境省報道発表（R4/7/14）の東北電力の排出係数 0.457

kg-CO2/KWhを使用

※　水使用量は、公共水道の利用量のみ算定しており、地下水はポンプを使用しているので購

入電力使用量に含まれる

※　水使用量、地域貢献活動は削減率ではなく環境経営計画の取組遵守を目標とする

地域貢献活動
-

12
継続的に参加する

件 12 12 12

環境苦情
-

0
- - -

件 0 0 0

水使用量
-

35
- - -

m3 取組を遵守し節水に努める

一般廃棄物排出量
削減率(%)

2,300
1 2 3

kg 2,277 2,254 2,231

産業廃棄物排出量
削減率(%)

1,027
1 2 3

t 1,017 1,006 996

灯油使用量
削減率(%)

4,599
1 2 3

L 4,553 4,507 4,461

軽油使用量
削減率(%)

111,624
1 2 3

L 110,508 109,392 108,275

ガソリン使用量
削減率(%)

28,157
1 2 3

L 27,875 27,594 27,312

購入電力使用量
削減率(%)

10,031
1 2 3

kWh 9,931 9,830 9,730

二酸化炭素排出量
削減率(%)

369,350
1 2 3

kg-CO2 365,657 361,963 358,270

３　環境経営目標

項目

削減(増加)
率(%)

基準年度
実績値

中期目標（内単年度目標）

単位 2021 2022 2023 2024
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1 当該年度の実績

環境目標の達成状況：〇達成　　×未達成

※　「取組遵守」は削減率ではなく環境経営計画の取組遵守を目標とする

〇

地域貢献活動 件 12 取組遵守※ 7 〇

環境苦情 件 0 0 0

〇

水使用量 ㎥ 35 取組遵守※ 16 〇

一般廃棄物排出量 kg 2,300 2 2,254 468

〇

産業廃棄物排出量 t 1,027 2 1,006 892 〇

灯油使用量 L 4,599 2 4,507 3,168

〇

軽油使用量 L 111,624 2 109,392 102,618 〇

ガソリン使用量 L 28,157 2 27,594 21,405

〇

購入電力使用量 kWh 10,031 2 9,830 6,683 〇

削減
(増加)率

(%)
目標値 実績値

二酸化炭素排出量 kg-CO2 369,350 2 361,963 325,530

４　環境経営目標・環境経営計画の実績と評価・次年度の取組内容

項目 単位

基準値 2023年度（12～11月）

環境目標
の

達成状況

2021年度
(12～11月)

実績値
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2 当該年度の取組結果と評価

環境経営計画達成状況：〇達成　△一部達成　×未達成

地域の清掃活動に積極的に参加する

地域との
関わり

水資源

一
般
・
産
業

室温20℃での灯油ストーブの管理

ウォームビズの徹底

両面印刷・両面コピーの励行

裏紙の再利用

最小限のカラーコピー

産業廃棄物の適切な分別・保管

マニフェストの作成・保管

節水の表示

環境苦情０件を目指す

建設機械の省エネ運転

廃
棄
物

燃
料

二
酸
化
炭
素
排
出
量

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

〇

△

○

不要照明の消灯

PC・モニターの不要電源オフ及び省エネモードの推進

ブラインドやカーテンを適切に使用して熱の出入りを調節する

適正温度（冷房27℃、暖房21℃）でのエアコン使用

照明のLED化

アイドリングストップ・エコドライブの励行

車両の定期的なメンテナンス

電
力

△

○

△

〇

△

△

項目 環境経営計画 評価
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6 消防法 11条 自家用給油取扱所の設置許可 ○

7
岩手県循環型地域社
会の形成に関する条
例

12条 排出事業者の責務（適正処理状況確認） ○

5

2

要求事項

産業廃棄物の許可業者への委託処理

条項

12条5項

12条9,10項 多量排出事業者計画、実施状況報告 ○

3 12条の3 産業廃棄物処理におけるマニフェストの発行 ○

マニフェスト交付状況報告 ○4 12条の3 7項

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

項目 評価 見直し指示

1 環境経営方針

　自社の業務と適しており、問題ないと
評価する。

　見直し不要

　当社が法的義務を受ける環境関連法規等について遵守状況を確認したところ違反はありませんでした。
　また、過去３年間、関係当局からの違反等の指摘、訴訟についてはありません。
　主な関連法令の遵守状況は下記となります。

No.

1

関係法令 遵守

○

５　環境関連法規制等の遵守状況・違反・訴訟等の有無

６　代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日　2023年12月11日

建設工事に係る資材
の再資源化等に関す
る法律（建設リサイ
クル法）

10条 対象建設工事の届出 ○

6 全体評価

　今年度対象期間は環境経営目標を達成できた。今年は例年以上の猛暑による熱中
症への対策を早急に行い、安全作業と環境活動の両立を達成した点を評価する。今
後も安全作業を基に現場の様々な条件・影響への対策を考慮しながら、環境への意
識向上及び取り組みの周知を継続していく。

5 その他

　なし 　なし

　見直し不要

2 環境経営目標

　環境経営目標は達成されている。 　見直し不要

3 環境経営計画

　環境経営計画はすべての項目で一定の成果
があったと評価する。地域貢献活動について
は今後も計画実施に努めること。

　見直し不要

4 実施体制

　特に問題はなかったと評価する。
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